
                

  

５月１３日（金）に行われる生徒総会に向け、各学級で議案書審議を行いました。学級役
員が中心となって話し合いを進め、意見や提案が出ました。代表者は、生徒総会の場で、し
っかりと意見を述べ、解決や改善につなげてほしいと思います。 

生徒総会は、生徒会本部、専門委員会、部活動の今年度の活動について、全校生徒が共通
理解を図る場であり、また、よりよい活動のために意見を交わす場です。県北中では、生徒
会本部を中心として、新たな取り組みを始めたり、今までの活動を見直して、改善を図った
りする姿が見られます。とてもよいことだと思います。本部役員や委員長、部長だけでなく、
全員が生徒会の一員としての意識を高くもち、「自分が県北中のためにできることは何か」
を考え、行動に移し、よりよい県北中を築くことを期待しています。 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

４月２６日（火）から特設陸上部の活動が始まりました。２学年からは１１名が入部し、
放課後の練習に励んでいます。５月１７日（火）、１８日（水）に行われる県北陸上大会に
選手として参加する人もいると思います。しかし、大会に出場することだけが目的ではあり
ません。一人一人がしっかりと活動の目標をもち、自分の限界にチャレンジする中で、成長
につなげてほしいと思います。 
  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

202２年５月６日 

 

文責 八島 裕子 

県北中学校 

第２学年だより 

Ｎｏ．６ 一人一人の個性とよさ

が輝く学年に！ 

１組 ２組 

陸上部メンバー 

 

児島祐瑞希  鈴木 陽太  菅野結浬杏 

佐藤 琉亜  山浦   樹  吉田 光希 

関根 侑弥  半澤緋遥莉  高橋理希愛 

髙橋 心桜  古川   椿  南   桃夏 

 

がんばってください！！ 

 

昨日の自分を越えよう！ 

Do your best! 



陸上部メンバーに抱負を聞きました！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
５月 ９日（月） 

１ 月１  

２ 月２  

３ 月３  

４ 月４  

５ 月５  

６ 月６  

普通時程 給食あり 普通清掃 部活あり 

 

５月１０日（火） 

１ 火１  

２ 火２  

３ 火３  

４ 火４  

５ 火５  

６ 火６  

普通時程 給食あり 普通清掃 部活あり 

 

５月１１日（水） 

１ 水１  

２ 水２  

３ 水３  

４ 水４  

５ 水５  

６ 水６  

普通時程 給食あり 普通清掃 部活あり 

 

５月１２日（木） 

１ 木１  

２ 木２  

３ 木３  

４ 木４  

５ 木５  

６ 木６  

普通時程 給食あり 簡単清掃 部活なし 

 

５月１３日（金） 

１ 金１  

２ 金２  

３ 金３  

４ 金４  

５ 総会  

６ 総会  

普通時程 給食あり 簡単清掃 部活あり 

・職員会議 

・完全下校１４：５０ 

・ＳＳＷ来校 

・生徒総会 

・選手壮行会（陸上） 

・完全下校１８：３０ 

・教育実習(～5/27) 

・完全下校１８：３０ 

・貧血検査 

・尿検査（２次） 

・ＳＣ来校 

・完全下校１８：３０ 

・完全下校１８：３０ 

昨年度は駅伝部にも所属し、タイムを縮める

ことはできましたが、１人も追い抜くことがで

きませんでした。陸上でも、タイムを縮めて、

１人でも追い抜けるようにしたいです。 

 鈴木 陽太さん 

 私は特設陸上部に入って体力を向上させた

り、大会に出て少しでもよい結果を残すことを

目標にしています。選手に選ばれることがなく

ても、一生懸命がんばりたいと思います。 

 半澤緋遥莉さん 

 

 ４００Ｍを選んだので、集中して練習をし

て、１秒でもタイムを速くして、県大会に出場

できるようにがんばりたいです。 

 菅野結浬杏さん 

 日々の練習に一生懸命取り組み、限られた時

間の中で、少しでもレベルアップできるようが

んばりたいです。そのためには、言われたこと

だけでなく、自主的に活動していきたいです。 

 南  桃夏さん 

成長に応じて深まる「喜び」 

「誰かに何かをしてもらうこと」も一つの幸せ

でしょう。しかし、いつまでも「してもらうこ

と」を期待するばかりでは、「してもらえなか

ったとき」には不安が募ることにもなりかねま

せん。また、「自分のことは自分でできる」と

いうのも幸せの一つと言えますが、もう一歩進

んだ段階にあるのは「自分が誰かの役にたって

いる」ということを実感したときに味わう喜び

であり、幸せではないでしょうか。誰かの喜び

のために自分の時間を使い、時には汗を流す。

そうした苦労や努力の結果は、自分以外の誰か

が受け取ることになるかもしれません。しかし、

そうして相手に喜んでもらうことができたと

き、同時に自分の心の中にも「お役に立ててよ

かった」という喜びが生まれてくるはずです。 
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